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決 算 審 査決 算 審 査

　第３回定例会で提出された令和７年度一般会計・特別会計の決算は、　第３回定例会で提出された令和７年度一般会計・特別会計の決算は、
３日間にわたり審査した結果、以下の意見を付し、決算を認定しました。３日間にわたり審査した結果、以下の意見を付し、決算を認定しました。

議会選出の監査委員を除く９名の議員で構成する決算審査特別委員会に付託し、議会選出の監査委員を除く９名の議員で構成する決算審査特別委員会に付託し、

決算審査決算審査
特別委員会特別委員会

全会一致で決算を認定
事業の執行状況と適 切な運営をチェック

令和７年
度

決算決算
認定認定

　会計年度任用職員の運転手は、朝６時過ぎには出勤して安全点検等
を行い、幼児・児童の送迎にあたっているが、時間外手当のほかに振
替休暇で対応している。伊東市や下田市では、東海バスを活用して運
転手と車両を確保し、１台約1,000万円で対応している。

１

職員の抜本的な処遇改善を職員の抜本的な処遇改善を提言
１

　審査の中で、職員の正当な労
働に対する町の対応に疑義と課
題があった。

　従来から町には、職員の処遇に対して「職員の給与は低くてよい」
と言うような風潮があり、職員の処遇改善には本格的に取り組んでは
来なかった。
　しかし、そのことから専門職でも一般職でも職員への応募は減少し、
退職者増加分を補填すら出来ていない。
　町の機能を維持するため、職員の処遇改善に取り組まれたい。

　ノッカルの利用者が増えている。町民ボランティアの運転手確保が
進んでおらず、利用者増加で運転業務は職員の負担となっている。

２

　保健師の確保の取り組みでは、参加者から就職選択の重要事項に「給
与」「職場の雰囲気」との声があり、給与面の見直しが課題となって
いる。

３

高齢化社会を迎えている現実に向かい合った対応高齢化社会を迎えている現実に向かい合った対応提言
２

　町の高齢化率は47.95％に達し、
一人暮らしや高齢者夫婦のみの世
帯も2,553世帯を占める。超高齢
化社会において、町民が健康で安
心して暮らせるよう、寄り添った
支援体制の充実と新たな課題への
積極的な対応を求める。

成果説明書の改善について成果説明書の改善について提言
３

　その他の項の記載が前年と全く同じ事業も見受けられた。また、空欄が
あるのに、実績や前年度との対比がない事業も見受けられた。事業を振り
返り、事業をより良く改善していくことが必要である。

その他質疑の内容

【観光産業課】
Ｑ　インバウンド対策事業の具体的な内容は。
Ａ　台湾・シンガポールへの現地セールスやファムトリップの招致、旅行商品のＰＲ

等を行った。
【水道会計事業】
Ｑ　令和７年度の経営戦略策定にあたり、過去の事業計画等と比較した大きな相違点

は。今後の水道料金見直しに向けた状況は。
Ａ　コロナ禍や浄水場問題など急な状況変更が生じたため、必要な経費を正確に算定

したうえで令和７年度に経営戦略を作成した。新浄水場の建設や施設の修繕等で
多額の経費を要する。現状のままで推移すると２～３年で資金が底をつく状況と
なるため、経営戦略上も水道料金の改定は必須であると示されている。今後審議
会を開いて協議・提示を行っていく予定。
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定 例 会定 例 会

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

第３回定例会の議案と各議員の 賛否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

緊　急　質　問

緊急質問１　令和８年度第５回入札会において入札中止
になった３件について 否決（３：６） ╳ 〇 〇 〇 − ╳ ╳ ╳ ╳ ╳

緊急質問２　よりみち１３５会計年度任用職員募集につ
いて 否決（３：６） ╳ 〇 〇 〇 − ╳ ╳ ╳ ╳ ╳

補　正　予　算

議案第34号　令和８年度一般会計補正予算（第４号） 否決（０：９） ╳ ╳ ╳ ╳ − ╳ ╳ ╳ ╳ ╳

議案第35号　令和８年度国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第36号　令和８年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第38号　令和８年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号　令和８年度一般会計補正予算（第５号） 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号　令和８年度介護保険特別会計補正予算（第
２号） 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

決　算　審　査

議案第39号　令和７年度一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 可決（７：１） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 ╳ 〇 〇

議案第40号　令和７年度国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第41号　令和７年度後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第42号　令和７年度介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号　令和７年度稲取財産区特別会計歳入歳出
決算認定に 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号　令和７年度幼児教育アドバイザー共同設
置事業特別会計歳入歳出決算認定について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号　令和７年度水道事業会計決算認定につい
て 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

意見書・発議・その他

意見書第１号　「資本単価」などの条件なしに水道施設
の耐震化への財政支援を求める意見書について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

発議第４号　情報公開に関する特別委員会の設置につい
て 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号　財産の取得について 可決（８：０） 〇 欠 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

陳　情・請　願

請願第１号　情報公開条例の厳格な運用及び適正な公文
書公開手続きの徹底に関する請願 可決（６：３） 〇 〇 〇 〇 − 〇 ╳ ╳ ╳ 〇

陳情第１号　東伊豆町情報公開条例の厳格な運用及び適
正な公文書開示手続きの徹底についての陳情書 可決（８：１） 〇 〇 〇 〇 − 〇 ╳ 〇 〇 〇

※
一般会計補正予算（第４号）

否決
令和８年度一般会計補正予算（第４号）は全会
一致で否決されました。
主な内容と反対討論の要旨を紹介します。

　 雛 フ ェ ス30周 年 記 念 の
イベント開催は理解するが、 
K-MIX 放送でラジオ視聴者
が観光地に来訪する行動につ
ながるとは考えにくい。また、
草月流とのコラボも観光振興
に効果があるのか疑問。検討
を重ね企画を具体化する必要
がある。　

※一般会計補正予算（第５号）にて計上を見送りました。

観光産業課と協議を進め、企画について
は再度説明をいただき、一般会計補正予
算（第５号）にて計上し可決しました。

高校生世帯生活支援給付金として、高校生の
いる全世帯に33,000円を支給。一般会計補
正予算（第５号）にて計上し可決しました。

　今後の学校教育環境の整備に伴って必要となる進入路等について具体的な整備
に向けた詳細設計を行う。（６月議会で可決済み）

学校教育環境整備に伴う進入路整備事業1Pickup

2,630万円扌2,720万円
　６月に議決した事業を入札日直前に中止とした説明が議会にない。
基本構想に不備があったとのことだが、構想が未確定のまま起債として
増額補正を予算で計上するのは認められない。　

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

地域観光対策事業2Pickup

　雛のつるし飾りまつり30周年を記念
して、静岡FM放送K-MIXの出張生放送
誘致や放送内CM、日本の伝統的な華道
流派草月流とのコラボ、イベント補助金
などで雛のつるし飾りをアピールする。

630万円

通学者支援給付金3Pickup

　町内に住民登録があり、自宅から通学
もしくは通信制高校に在学している高校
生がいる世帯に36,000円を給付。

700万円
　町内在住の高校生世帯の
みが対象では公平性に欠け
る。高校生を持つ家庭の負
担軽減のため町内在住の有
無を問わず、制度設計を変
更し一律にするべき。　
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
どうなる統合校舎は
新築か既存建物活用かは決まっていない

　
　

既
存
校
舎
を
活
用
し
た
下

田
市
役
所
の
視
察
を
受
け
専
門

家
２
名
の
増
員
と
な
っ
た
の

か
。

　
　

元
々
様
々
な
分
野
の
専
門

家
は
必
要
と
の
認
識
の
上
、
下

田
市
の
視
察
で
説
明
を
受
け
、

有
識
者
の
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
た
。
建
築
費
の
高
騰
の
中
、

最
新
の
知
見
が
必
要
で
、
有
識

者
の
参
画
が
不
可
欠
と
の
判
断

に
至
っ
た
。

　
　

多
く
の
専
門
家
が
い
る
中

な
ぜ
こ
の
二
人
の
選
任
に
至
っ

た
の
か
。

　
　

候
補
者
選
定
に
あ
た
っ
て

は
文
科
省
や
県
の
建
築
士
会
等

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

ＱＡＱ

か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
有
識
者

選
定
会
議
で
実
績
、
役
割
、
町

の
優
先
軸
で
選
定
し
た
。
長
澤

先
生
は
学
校
建
築
と
教
育
理
念

を
統
合
し
て
具
現
化
し
た
実
績

が
豊
富
で
本
町
が
重
視
す
る
教

育
と
建
築
の
融
合
に
最
も
合
致

す
る
と
判
断
。
嶋
田
先
生
は
教

育
分
野
の
計
画
、
再
編
や
防
災

拠
点
等
の
知
見
が
あ
り
現
実
的

で
幅
広
い
視
点
か
ら
教
育
面
を

補
完
で
き
る
と
判
断
し
た
。
二

人
を
選
任
し
た
が
増
員
の
可
能

性
も
あ
る
。

　
　

14
年
統
合
を
目
指
す
と
の

方
針
だ
が
新
築
か
既
存
建
物
活

用
か
を
最
終
判
断
す
る
の
は
い

つ
か
。
ま
た
建
設
に
か
か
る
補

助
事
業
を
活
用
す
る
場
合
の
問

題
点
は
。

　
　

今
後
の
基
本
計
画
、
基
本

構
想
お
よ
び
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

通
じ
議
論
し
有
識
者
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

決
ま
っ
て
い
な
い
。
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
の
問
題

点
は
な
い
が
今
後
も
県
と
の
連

携
を
図
り
事
業
を
進
め
る
。

Ａ

Ｑ

Ａ
役場庁舎駐車場の今後の整備は
安全性、利便性の良い環境を考えていく

庁舎山側の駐車場

Ｑ

Ａ
行政DXにおける業務の見直しは
生成AIの導入で業務時間の削減効果があった

　
　
紙
の
使
用
量
や
関
連
経

費
の
現
状
は
。

　
　
Ａ
４
コ
ピ
ー
用
紙
は
令

和
５
年
度
１
８
１
万
枚
か
ら

令
和
７
年
度
１
５
３
万
枚
へ

減
少
。
関
連
経
費
は
年
間
約

４
０
０
万
円
規
模
で
推
移
し

て
い
る
。

　
　
紙
を
使
用
し
て
い
る
業

務
の
電
子
化
・
簡
素
化
・
廃

止
等
の
観
点
か
ら
業
務
を
見

直
す
考
え
は
。

　
　
令
和
７
年
度
に
勤
怠
管

理
・
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
、

８
年
度
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
済
み
。

今
後
も
業
務
の
ス
リ
ム
化
・

電
子
化
を
進
め
る
。

　
　
会
議
資
料
、
通
知
、
決

裁
等
に
つ
い
て
、
電
子
デ
ー

タ
を
原
則
と
す
る
運
用
へ
の

転
換
や
、
電
子
決
裁
・
電
子

申
請
の
利
用
拡
大
は
。

　
　
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
「
デ

ス
ク
ネ
ッ
ツ
」
と
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
で
庁
内
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
し
て
い

る
。
住
民
向
け
電
子
申
請
も

段
階
的
に
拡
充
す
る
方
針
。

　
　
生
成
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
等

を
活
用
し
、
職
員
の
業
務
時

間
削
減
効
果
を
把
握
す
る
考

え
は
。

　
　
生
成
Ａ
Ｉ「
エ
ク
サ
ベ
ー

ス
」
を
活
用
し
、
会
議
録
や

文
書
作
成
、
翻
訳
な
ど
の
効

率
化
を
進
め
て
い
る
。
導
入

後
、
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で

で
職
員
全
体
約
34
日
分
の
業

務
時
間
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
紙
の
使
用
量
や
印

刷
関
連
経
費
、
電
子
決
裁
率

な
ど
を
指
標
と
し
て
整
理
し
、

目
標
値
の
設
定
を
検
討
す

る
。

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

　
　
立
体
駐
車
場
１
階
に
案

内
看
板
を
つ
け
一
方
通
行
に

し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
案
内
看
板
の
設
置
、
路

面
へ
の
矢
印
ペ
イ
ン
ト
施
工

に
つ
い
て
は
、
一
方
通
行
を

含
め
来
庁
者
の
ル
ー
ル
作
り

に
つ
い
て
丁
寧
に
検
討
す
る
。

　
　
正
面
玄
関
横
の
駐
車
場

を
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
事
か
ら

軽
自
動
車
専
用
に
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　
正
面
玄
関
ま
で
の
距
離

が
最
も
短
い
駐
車
場
な
の
で
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
連
れ
等
の

方
々
の
利
便
性
を
損
な
う
恐

れ
が
あ
る
。又
、ス
ペ
ー
ス
も

幅
2.4
ｍ
奥
行
5.0
ｍ
に
な
っ
て

お
り
、
立
体
駐
車
場
と
比
較

し
て
も
幅
が
10
㎝
狭
い
だ
け

な
の
で
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　
　

立
体
駐
車
場
の
１
階

（
朝
市
会
場
）
の
整
備
の
状

況
は
。

　
　
令
和
６
年
度
に
男
子
ト

イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化

及
び
手
洗
い
の
自
動
水
洗
化

を
、
令
和
８
年
度
に
は
女
子

ト
イ
レ
の
手
洗
い
の
自
動
洗

浄
化
を
実
施
し
た
。
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
今
年

度
中
の
実
施
に
向
け
予
算
の

確
保
を
進
め
て
い
た
が
、
今

回
の
整
備
は
対
象
外
だ
っ
た

為
先
送
り
し
て
い
る
状
況
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
な
整
備

を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
朝
市
運
営
委
員

会
か
ら
意
見
、
要
望
を
伺
っ

て
い
る
。
現
地
の
状
況
を
確

認
し
た
う
え
で
新
た
な
財
源

確
保
を
目
指
し
な
が
ら
整
備

の
必
要
性
を
鑑
み
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ＱＡ
　

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

第 3 回 定 例 会第 3 回 定 例 会
一 般 質 問一 般 質 問

一般質問一般質問

議員が町の行財政全般にわたって執行機関に議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

楠楠  

山
　
節

山
　
節  

雄
　
議
員

雄
　
議
員

　

■
学
校
統
合
に
つ
い
て

　

■
学
校
統
合
に
つ
い
て

　

■
河
津
町
と
の
水
道
管
連
結
に
つ
い
て

　

■
河
津
町
と
の
水
道
管
連
結
に
つ
い
て

　

■
白
田
川
河
川
敷
に
あ
る
立
木
に
つ
い
て

　

■
白
田
川
河
川
敷
に
あ
る
立
木
に
つ
い
て

笠笠  
井
　
政

井
　
政  
明明    

    

議
員
議
員

　

■
行
政
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
業
務
改
革
と

　

■
行
政
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
業
務
改
革
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

　　
山山  

田
　
豪

田
　
豪  

彦彦  

　
議
員

　
議
員

　

■
役
場
庁
舎
駐
車
場
に
つ
い
て

　

■
役
場
庁
舎
駐
車
場
に
つ
い
て

　

■
港
の
朝
市
会
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

■
港
の
朝
市
会
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

■
公
園
や
校
庭
の
遊
具
に
つ
い
て

　

■
公
園
や
校
庭
の
遊
具
に
つ
い
て

西西  

塚
　
孝
男

塚
　
孝
男      

議
員
議
員

　

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

■
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

■
消
防
団
に
つ
い
て

　

■
消
防
団
に
つ
い
て

山山  

田
　
直

田
　
直  

志
　
議
員

志
　
議
員

　

■
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

■
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て

　

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て

　

■
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

■
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て

東伊豆町議会　YouTube　
チャンネル

統合の有力候補地の
熱川中学校

ＱＡ

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

行政 DX を推進し、
業務時間の削減へ

ＱＡ
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一 般 質 問総務経済常任委員会

Ｑ

Ａ
外国人の方々との交流を深めては
交流の場と機会をつくることから検討したい

Ｑ

Ａ
０歳から２歳児の保育料負担は
最善の施策立案に向けて取り組んでいきたい

０〜２歳児にも支援を

　
　
災
害
時
に
協
力
す
る
団

体
を
網
羅
し
た
協
議
会
・
団

体
を
作
る
こ
と
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
平
時
か
ら
関
係
団
体
が

網
羅
的
に
参
加
す
る
協
議
会

は
、
災
害
時
の
情
報
共
有
や

役
割
分
担
の
明
確
化
、
さ
ら

に
は
日
常
的
な
訓
練
や
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
推
進

す
る
上
で
、
非
常
に
有
意
義

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
大
規

模
災
害
時
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
と
の
更
な
る
連
携
を
図
る

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

　
　
東
伊
豆
町
で
は
子
育
て

支
援
を
重
要
な
施
策
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
０
歳
か
ら
２

歳
児
の
保
育
料
負
担
を
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
と
し

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。
な
ぜ
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
を
無
償
化
に
し
な
い

の
か
。

　
　
子
育
て
支
援
は
東
伊
豆

町
ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
に

お
け
る
重
要
な
施
策
の
柱
の

１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
３
歳
か
ら
５
歳
児
に
つ

い
て
は
国
の
制
度
に
よ
り
無

償
化
が
図
ら
れ
る
一
方
、
０

歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
や

給
食
費
は
保
護
者
に
一
定
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
の
が
現

状
。
子
育
て
環
境
の
充
実
や

人
口
減
少
対
策
の
観
点
か
ら

も
支
援
の
拡
充
が
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
無
償
化
に
必
要
な
財

政
負
担
額
は
39
世
帯
分
で
年

間
お
よ
そ
８
５
４
万
円
と
見

込
ん
で
お
り
、
最
善
の
施
策

立
案
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
人
口
減
少
で
若
者
た
ち

が
子
供
を
産
み
や
す
い
環
境

を
作
る
、若
者
の
経
済
的
負
担

を
考
え
て
検
討
す
る
と
言
っ

た
が
、早
く
検
討
で
は
な
く
、

実
現
に
向
け
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
財
政
的
な
負
担
と
、
そ

れ
に
伴
っ
て
子
供
の
数
が
増

え
た
時
に
受
け
入
れ
る
だ
け

の
受
け
皿
を
同
時
に
考
え
な

い
と
施
策
的
に
は
無
駄
が
生

じ
る
。
同
時
進
行
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
。
両
方
を
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
　

ＱＡ

と
と
も
に
、
行
政
経
験
を
持

つ
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
や
医
療
従

事
経
験
者
な
ど
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
新
た
な
団
体
の
立

ち
上
げ
に
つ
い
て
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
。

　
　
町
内
の
外
国
人
の
方
々

の
参
加
と
交
流
な
ど
を
進
め

る
仮
称
国
際
友
好
協
会
等
を

設
立
す
る
こ
と
は
。

　
　
現
在
は
町
民
の
お
よ
そ

20
人
に
１
人
が
外
国
人
住
民

で
あ
り
、
国
籍
も
多
様
化
し

て
い
る
。
既
に
当
町
の
地
域

経
済
を
支
え
る
大
切
な
担
い

手
で
あ
り
、
同
時
に
生
活
を

共
に
す
る
住
民
で
あ
る
。
団

体
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
人
的
体
制
の
不
足
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
確
保

が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、

直
ち
に
組
織
を
設
立
す
る
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
少
し
高
い
。�ま

ず
は
外
国
人
の
方
々
と
の
交

流
の
場
と
機
会
を
作
る
と
い

う
こ
と
か
ら
始
め
た
ら
ど
う

か
と
い
う
風
に
考
え
て
い
る
。

Ａ

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

ＱＡ
　

図書館での国際交流事業

Ｑ

総務経済常任委員会では、近年退職者が増加している状況を踏総務経済常任委員会では、近年退職者が増加している状況を踏
まえ、役場の就労環境に関するオンラインアンケート調査を行まえ、役場の就労環境に関するオンラインアンケート調査を行
いました。いました。

役場スタッフの就労環境について調査を継続

【調査概要 (抜粋 )】【調査概要 (抜粋 )】

東伊豆町役場に関わる全てのスタッフを対象にオンラインアンケートを実施し、東伊豆町役場に関わる全てのスタッフを対象にオンラインアンケートを実施し、
81名の方から回答をいただきました。主な回答内容は以下の通りです。81名の方から回答をいただきました。主な回答内容は以下の通りです。

中間報告書

現在の職場環境にどの程度満足し
ていますか（回答：79）

今の職場を他の方に「働きやすい職場」
として勧めたいですか（回答：78）

空調や照明等の環境面について働きや
すいと感じていますか（回答：79）

同僚との人間関係には満足して
いますか（回答：79）

現在の体制について人員不足を
感じていますか（回答：79）

パワーハラスメントを自分または同僚が
受けたことがありますか（回答：79）

過去２年以内に退職を考えたこ
とはありますか ( 回答：79)

退職を考えた理由は（回答：62（複数回答あり））

0 4010 20 30

給与や待遇面での不満

その他

業務・負担の多さ

職場の人間関係

職場の環境

ハラスメントの経験

転職・キャリアアップ

自身の体調の問題

家庭の事情

上記以外にも自由記述を含め多くのご意見をいただきました。総務経済常任委員会では、上記以外にも自由記述を含め多くのご意見をいただきました。総務経済常任委員会では、
本アンケートでいただいたご意見を踏まえ引き続き調査を行い、12月定例会を目途に、本アンケートでいただいたご意見を踏まえ引き続き調査を行い、12月定例会を目途に、
よりよい就労環境の実現に向けた提言を行っていく予定です。よりよい就労環境の実現に向けた提言を行っていく予定です。
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委 員 会 報 告

契約に至るまでの手続きや契約書に不備が多数みられた。一旦契約を契約に至るまでの手続きや契約書に不備が多数みられた。一旦契約を
解除し、あらためて適切な手続きを踏み検討することが適切解除し、あらためて適切な手続きを踏み検討することが適切

報告書はコチラ

�　ごみ堆肥化事業に関する特別委員会では、令和８年１月から行ってきた調査に関
する報告書を作成、町に対し以下のような提言を行いました。

水道施設への財政支援を求める意見書を提出

�　文教厚生常任委員会では、水道施設の耐震化への財政支援求める意見書を関係省庁
に提出しました。

ごみ堆肥化事業に関する調査報告書を提出

事業において業者を指導し管理運営するのは職員である。職員が事業事業において業者を指導し管理運営するのは職員である。職員が事業
に精通し、事業の管理運営能力を高めることが必要不可欠に精通し、事業の管理運営能力を高めることが必要不可欠

再検討する場合、ごみ減量化計画の作成や生ごみ堆肥化事業を稲取地再検討する場合、ごみ減量化計画の作成や生ごみ堆肥化事業を稲取地
区から他地域へと広げる事も想定し検討を進めるべき区から他地域へと広げる事も想定し検討を進めるべき

報告書はコチラ

水道の基幹管路・浄水施設に対する耐震化補助金の条件をなくし、す水道の基幹管路・浄水施設に対する耐震化補助金の条件をなくし、す
べての自治体が活用できる施策に見直すことべての自治体が活用できる施策に見直すこと

「一般会計出資債」を水道の基幹管路・浄水施設の整備に活用できる「一般会計出資債」を水道の基幹管路・浄水施設の整備に活用できる
ように見直すことように見直すこと

【手続き及び契約書について】【手続き及び契約書について】
　当初の契約においては、堆肥製造機械の帰属、食　当初の契約においては、堆肥製造機械の帰属、食
品残さの計量方法などについて明記されていなかっ品残さの計量方法などについて明記されていなかっ
た。また、今回の契約は特命案件（特殊技術や特定た。また、今回の契約は特命案件（特殊技術や特定
事業者のみが持つノウハウが必要な場合行う随意契事業者のみが持つノウハウが必要な場合行う随意契
約）であるにも関わらず、それを裏付ける資料や協約）であるにも関わらず、それを裏付ける資料や協
議した議事録等が存在しなかった。事業者選定の経議した議事録等が存在しなかった。事業者選定の経
過と基準・根拠及び評価については、委員会の求め過と基準・根拠及び評価については、委員会の求め
に応じ提出された回答で一定理解できる部分もあるに応じ提出された回答で一定理解できる部分もある
が、契約理由や選定の根拠を明確にし、議会や町民が、契約理由や選定の根拠を明確にし、議会や町民
に説明する責任を果たせていない。に説明する責任を果たせていない。

　本事業では、稲取旅館組合加盟９社の生ごみを町　本事業では、稲取旅館組合加盟９社の生ごみを町
内の業者が回収し旧アスド会館に搬送していた。事内の業者が回収し旧アスド会館に搬送していた。事
業開始にあたり受託事業者が各施設を回り、分別の業開始にあたり受託事業者が各施設を回り、分別の
指導をしており、おおむね分別は適切に行われてい指導をしており、おおむね分別は適切に行われてい
たようである。しかし、当初生ごみの回収にかかるたようである。しかし、当初生ごみの回収にかかる
費用負担や本事業に参加協力している宿泊施設との費用負担や本事業に参加協力している宿泊施設との
協定などの文書は存在せず、あらためて６月10日協定などの文書は存在せず、あらためて６月10日
の委員会に「食品残さ循環事業の実施に関する覚書」の委員会に「食品残さ循環事業の実施に関する覚書」

（案）が提出され、そこではじめて運搬費の町負担が（案）が提出され、そこではじめて運搬費の町負担が
存在することが明らかになった。存在することが明らかになった。

【生ごみの回収について】【生ごみの回収について】

　国は、東日本大震災などの災害の教訓から、基幹　国は、東日本大震災などの災害の教訓から、基幹
管路・浄水施設への耐震化の指導、及びこれら施設管路・浄水施設への耐震化の指導、及びこれら施設
に対する補助制度の創設・拡充に取り組んでいます。 に対する補助制度の創設・拡充に取り組んでいます。 
　しかし町は、現在の国の水道施設へ財政支援につ　しかし町は、現在の国の水道施設へ財政支援につ
いては「資本単価が低い」（借金かまだ可能）などいては「資本単価が低い」（借金かまだ可能）など
の条件があるため受けることができません。の条件があるため受けることができません。

　先の熊本地震でも、水を被災者に届けるために大　先の熊本地震でも、水を被災者に届けるために大
勢の支援者（公務員・ボランティア）を必要としま勢の支援者（公務員・ボランティア）を必要としま
した。また、医療、福祉・介護などの施設に水が届した。また、医療、福祉・介護などの施設に水が届
かないことからその機能がマヒして、被災地の復かないことからその機能がマヒして、被災地の復
旧復興への二重の足かせとなったこともあります。 旧復興への二重の足かせとなったこともあります。 
　こういった状況を改善するために、上記２項目の　こういった状況を改善するために、上記２項目の
要望事項をとりまとめ意見書として提出しました。要望事項をとりまとめ意見書として提出しました。

　議会に提出された請願書１
件、陳情書１件を採択し、担
当課に送付並びに処理の経過
及び結果の報告の請求を行い
ました。
　その結果、今までの経緯や
対応について回答を受け取り
ました。

議会に提出された陳情書及び
� 請願書を採択

情報公開に関する特別委員会の
� 設置を賛成多数で決定

　請願書、陳情書の結果報告
を受け、情報公開に関する事
務手続きにおいて適切な運用
を行っているか調査、確認が
必要と感じたため、特別委員
会の設置を求め、賛成多数で
可決されました。
　今後、特別委員会で調査を
行います。
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今回は稲取に伝わる無形伝統芸能「子ども三番
叟」を子どもたちに教える師匠の代表である山
田館さんのお話を伺いました。
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編集後記   

今
回
の
定
例
会
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
が
全

会
一
致
で
否
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
情
報
公
開
請
求
へ

の
対
応
を
め
ぐ
る
請
願
と

陳
情
が
各
々
採
択
さ
れ
、
さ
ら

に
否
決
と
は
な
っ
た
も
の
の
、

町
政
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
る

緊
急
質
問
２
件
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
、
緊
張
感
の
あ
る
議
会
と

な
っ
た
。
追
認
す
る
だ
け
で
は

議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
果
た
せ
ず
、
批
判
す
る
こ
と

が
目
的
と
な
っ
て
は
議
会
の
役

割
を
見
失
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
意
見
の
違
い
を
超
え
て
、

対
立
や
分
断
で
は
な
く
対
話
と

連
携
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

お
互
い
の
考
え
を
尊
重
し
、

よ
り
良
い
町
の
未
来
の
た
め
に

力
を
結
集
し
て
い
き
た
い
。

�

（
栗
原
）

練習風景

　
21
年
目
で
す
か
ね
。
コ
ロ

ナ
で
３
年
抜
か
れ
て
い
る
か

ら
17
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

師匠の山田館さん

︱
今
年
の
お
祭
り
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
子
ど
も
三
番
叟

の
指
導
は
何
年
目
で
す
か
。

と
い
う
こ
と
で
、
３
人
繰
り

上
が
っ
て
や
る
よ
う
に
な
っ

て
。ま
た
、鼓
の
方
も
や
っ
た

妹
さ
ん
の
仲
間
が
３
人
や
り

た
い
な
ん
て
い
う
話
が
あ
っ

て
、
ほ
ぼ
来
年
の
メ
ン
バ
ー

は
決
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。八幡神社での披露

　
今
だ
と
余
計
に
子
供
と
の

練習風景

︱
20
年
子
ど
も
を
見
て
い
て
、

子
供
た
ち
の
変
化
と
か
何
か

感
じ
る
所
は
。

︱
子
ど
も
三
番
叟
と
い
う
の

は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
は
。

　
ま
あ
だ
け
ど
歴
史
が
そ
う

な
っ
て
い
る
か
ら
ね
。多
分
、

漁
師
の
町
で
大
人
が
い
な
く

な
っ
て
子
供
が
代
役
を
果
た

し
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。　

親
が
た
ま
た
ま
僕
ら
の
方

へ
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
も

理
由
で
す
け
ど
、「
来
年
も
や

り
た
い
」
と
言
っ
て
、
続
け

て
や
っ
て
い
る
子
が
２
人
い

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
来
年

は
そ
の
子
が
ま
た
や
り
た
い

︱
今
年
は
演
者
を
集
め
る
の

に
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
２
年
続
け

て
や
っ
た
と
い
う
子
供
も
出

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

接
し
方
が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
か
、心
配

を
す
る
こ
と
が
増
え
て
、色
々

変
化
が
あ
る
環
境
の
中
で
や

る
の
で
ち
ょ
っ
と
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
続
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
三
番
叟
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

︱
演
者
の
集
め
方
は
変
わ
っ

て
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
町

の
伝
統
芸
能
で
す
ね
。


